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＜病棟連絡事項＞
・下記の日程で昇格試験があります。
　１ 試験日程：１１月２３日(火)２４日(水)２５日(木)　
  ２ 場所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】
 ※試験会場は使用状況にて変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
３ 試験時間：１７：３０～１８：３０
  ４ 申込期限：１１月１２日（金）～１１月１８日（木）１７：００
  ５ 対象職員：中級受験資格者
  ６ 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒2.昇格試験申込
　対象者、詳細は各自WIZ掲示板を確認してください。

＜入室状況＞
【部屋移動】
・米田　敬子様～Cユニット6号室→Bユニット1号室（電カル上）

・久保　ハナ様～Aユニット9号室→Cユニット6号室
・福島　司子様～Aユニット9号室

【転出】
・岡本　将孝様～東B2→西B24

・高橋　琢二様～東合併症→南D204

・田中　信作様～東C4→南A118　　

【転入】
・立花　圭様～西B24→東A13

・北向　勇治様～南D204→東C6

＜患者様連絡事項＞
・寺地　啓喜様～本日昼より1×3毎食後フルメジン糖衣錠（１）１ｍｇ　昼食後のみ除剤指示。

・三浦　みよ子様～不穏時②レボトミン（25）1T　オーダー追加　7回分処方となる。
　　　　　　　　　本日夕食後ロドピン（50）1T追加。明日よりロドピン（25）1×3毎食後3日分処方となる。
　　　　　　　　　レボトミン筋注２５ｍｇ　２．５％１ｍＬ　1A施行している。

・久保　ハナ様～本日夕より粥・キザミ→食事無し・補食のみへ変更。

・小向　美幸様～1×3毎食カロビタンゼリー　→朝のみ（キウイ味指定）、スッキリクリミールへ変更。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察指示あり。他者へ対する迷惑行為頻回な為都度介入要す。介入に対し興奮し奇声を挙げる等不穏さ見られ早めに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00開放観察指示あり。9:15奇声と他者への付き纏い行為があり不穏時レボトミン(25)1T服用。以後はトラブルなくホール内で過ごす。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。


＜要注目患者様＞
・三浦　みよ子～声高にまとまりない言動と他者への干渉行為が続き、また感情の起伏
も著しい。9:30リスパダール内用液(1)1P、11:45、14:00レボトミン（25）1T服用。服用後も症状は状態は変わらないため、16:00日直今川Drへ報告し、レボトミン(25)1A筋注施行している。		
・久保　ハナ様～食事は牛乳のみ摂取。介入への大きな抵抗はなし。声をかけるも疎通はとれず追視や唸るのみ。		
・安達　貴浩様～苛々感や他者とのトラブルはなく過ごす。	
・福島　司子様～衝動行為や希死念慮はなし。表情・口調ともに穏やか。		
・小向　美幸様～表情の冴えなさ見られている。家族へ対し「同室者が恐ろしい」と訴えている。その他訴え無く日課を送っている。	
・馬渡　澄雄様～手指振戦軽度見られるがその他身体不調訴え、アルコール離脱症状無
　　　　　　　　く日課を送っている。

・竹洞　総子様～気分の変動無く日課を送っている。自宅での服薬管理についてスタッフから質問されると「目覚めが悪くなるから眠剤は飲みたくない」と返答し怠薬を認めている。

・石田　正勝様～自室やホールにて過ごされている。スタッフの声掛けには穏やか。体調についても「大丈夫です」と話しており、身体不調の訴えなし。離脱症状なく経過している。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～特定男性患者様を気にする様子みられ、「バカにされている」「近寄ってきて肘で小突かれる」等の被害的な訴え聞かれている。スタッフへの不満や攻撃性はない。

・中山　清司様～今月2週間で売店利用設定額1万/円を超えている。介入に対しても自身を正当化する発言が目立っており、自身の要求が通らないことで興奮している。昨日、母様へ経緯について説明し、金額を設定しないが常識の範囲内での購入することで了承を得ている。病識なく、スタッフが説明した内容を自身の都合のよいように捉えていることや興奮することで自身の意見を通そうとしている。	
